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遊休生産設備の活用で被災地支援 
“中古生産設備マッチングを商工会議所が開始” 

 
仙台商工会議所が中心となり、全国の商工会議所を中継して加盟企業間で遊休生産設備を

活用する活動が始まりました。 
この取り組みは、東北地方で震災により工場等が被災して工作機械や生産設備が使えなく

なった企業に対して、全国の企業に呼びかけまだ使えるが倉庫等で眠っている機械設備など

を提供してもらうものです。 
これまでに、名古屋商工会議所や大分商工会議所から被災地の商工会議所を通じて、被災

した企業に生産機械などを届けています。今後この取り組みを全国に広げていくとの事です。 
 

 
 

Ｊ Ａ Ｍ         
政策ＮＥＷＳ 

仙台商工会議所 
（設備ニーズ・マッチングセンター）

日本商工会議所 

（全国の商工会議所との連絡） 

・各地の商工会議所へのニーズ情報

の伝達 

岩手・宮城・福島県 

商工会議所 

全国の商工会議所 

中古設備等提供企業 被災企業 

企業間で調整の上、供与ま

たは貸与の契約 
（費用負担は当事者で相談） 

指導員の

個別訪問 中古設備の

ニーズ情報 

中小企業支援機構 
・アドバイザーによる設備の

状態チェック、必要な設備に

関するアドバイス 

中古設備の

ニーズ情報

中古設備の

情報 

中古設備の

情報 

中古設備の

情報 中古設備の

ニーズ情報

具体的仕組み 

ＪＡＭは、被災地の中小企業が復旧するために全国にある遊休設備の活用が不可欠であると経済産業省の審

議会等で活用方法の確立を急ぐように意見を出していました。 


